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This studyis carried out toinvestigate theidentific且tion of microorganisms，tl－e  

production oforganicacids from glucose and the estirnation of optlmum temPeraturein  

themofbamboo sllOOtS duringthe period theyare soakedin water．  

The results obtained are as follows：   

1）Microorganisms occurringin bamboo shoots soakedin water areidentifiedas  

Leuco710S10CmeSenterOidbsand Sir申tococcus血ctisby the routine method（Tablel）．  

2）Ratio oftheirbacteriain bamboo shootssoakedin water for one dayis62．5％at  

LeLLCOl10StOCmeSe71ieroi（お5and37．5％at Stl・ゆtococcus hzcEis（Table 2）．  

3）In the case of soaking of bamboo shootsin water with Strqp10COCCu5 hc  
pHvalue decreases earlier thanin thecase of soaking themin waterwith LeucD′～OStOC  

mese71terOLdes（Table 3）．   

4）Itisfound thatエゼ〟Cβ7iO∫加〝ば∫βJ～Jgrク壷∫andぶ㌻申わ印ピC‘‘∫ん好めhrm ユae亡ie，  

acetic，PrOpionic，fumaric，SuCCinic and pyroglutamicacids fromglucose（Table4）・  

5）Optimum temperaturefor the growth of these bacteriais30－33OC at Leuco7ZOStOC  

椚ど∫ビタ血相んお∫and350C a【5′J瑠わr〃〝〟∫血ど拍（Fig．1）．   

1．緒  

前報l，2）において水晒し中のたけのこの有段酸，アミノ酸および一般成分の変化について報告し  

たが，たけのこを水さらしする主な目的の一つであるたけのこのpHを低下させ数菌を容易にする  

ためには，水さらし申のたけのこに繁殖する微生物の種類が大きな影響を与えると考える，すなわ  

ち，永さらし中のたけのこに繁殖させたい微生物ほ缶詰にしたとき殺菌によって容易に死滅する胞  

子を形成しないものであり，pHを早く低下させるために，有織酸の生成能力の高いものであるこ  

とが望ましいわけである．現在まで水さらし中に繁殖する微生物に関しては大塚らき）が酸を生成す  

る細菌として乳酸樟菌，敢を消費するものとして酵母を観察しているにすぎない．そこで我々はそ  

の種類を明らかにするため水さらし中のたけのこより細菌を分乾して，2，3の換討を行なった．  

日本缶詰協会第21回技術大会で発表，缶詰時報，52，339（1973）に掲載  
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2．実験材料および方法  

2・1供託法科：九州地区のたけのこ缶詰工場の水さらし1日日のたけのこ．   

2・2 細菌同定法：形態学的，生理学的箆状につき成書の方法に従って実施した．   

2・3 生菌数測定法：適当に希釈し標準寒天培地を用いて，コロニー数で計算した．   

2・4 有機醒の測定4）：細菌を接種し280C72時間培養した培養基（肉エキス0．5％．ポリペプト  

ン1．0％、啓母エキス0．5％，ブドウ槍0．5％）100gを濃硫酸でpH2．0に調整し，ソックスレー液体  

抽出器で120時間連続エーテル抽出を行ない．エーテルを完全に除去後定客（10mりとする．その液1  

mt をシリカゲルカラムに吸着させクロロホルム：ブタノールの展開剤を用いてクロマトグラフィ  

ーを行ない、それぞれの有橡酸を定量した．この方法では乳酸とコハク酸の分離が出来ないので乳敢  

Tablel Morpも0logiealandpbysiologi亡alebaraeteTistic．  

ん加m朋血町〝I飯村′mJd郎INo．71S如♪′0⊂OrC〟5ん汀if∫lNo．19  
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Table 2 Microbia】zlumber 且nd rat；o of bacteriain  

bambooshootssoakedin waterforoneday．  
の定量は Baker，Summerson  

の方法5）に準じて行なった．   

2・5 発育と温度の関係：培  

養基（内エキス0．5％，ポリペ  

プトン1．0％，酵母エキス0．5％，  

ブドウ糖0．5％）に細菌を接種  

し，各温度で24時間堵茎後640  

mJlの波長で吸光度を測定し発  

育の程度を調べた．  

3．実験結果および考  

察  

3・1細菌の分罷   

採取したたけのこに滅菌生理  

塩水を加え無菌的にホモゲナイ  

ズー ㌍過し生理塩水で適当に希  

釈して平板培養を行い27株の細  

菌を分離した．その27抹につい  

て形態学的，生理学的性状を調  

べた結果，Tablelに示すどと  

く エビ〟r¢Jl〃∫ねC／J柁∫gJJおJ－ロ∫（お∫  

と5∠柁〆8COC亡〟∫加めの2種  

類の細菌で占められていた．そ  

の割合はTable2 に示すこと  

く エg机別g∬J由れフんわ∫が62．5  

％．5れ血でめが37．5％であり  

エ倶J．招g館月Jgrof（お∫の方がぶれ  

k～∫∫ より多く繁殖していた．  

トicrobial血berlralio  

エのJrOJJO∫わrJ刀（ゴのJJ〝・〃／d打  

SJ′て少Jαβ拍びわご山  

5．3XlO8  

3．1×108  

8．4XlOO  

Table3 Changesin pH valueand microbialnumberin  
w8【er（bamb005boo【e3．4kg，Water3．4kg）   

＊エ理亡（）JIが～8CJJJ甜のIf〝のJdぴadded（Ⅳ0．7）  

＊＊SLr申iocoErtLSIL7Ctisadded（No．19）  

奇相ControI  

Table 4 Produclion oforgamie acidsbyム飢．  

／J沼即肋℃Jゐandぶ／1JαdJふ（mediumり  

Polypeptone．1．O  

Glueose．  0．5   

事Me8teXL O．5％   

Yeastext．0．5  

3・2 たけのこの水さらし   

分葉菌〈No．7（エビ払〃ほ∫ビタJ∠βrO由k∫），No．1g（∫れ血ビゆ）〉の菌夜を，常法どおり蒸真一剖皮  

一整形したたけのこ3．4kgと水道水3．亜gを入れたバケツに添加して水さらしを行い，液の生菌  

数とpHを測定した結果はTable3に示すどとく生菌数の増加はあまり差はないが，pHの低下は  

No．19添加区＞No．7添加区＞コントロール区の版序で早く，No．19の方がNo．7より酸の生  

成能力が高いものと考える．   

3・3 有機餞の生成  
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分離菌（No．7，No．19）を培養基に接覆し  

280C72時間培養し有綴酸の生成を調べた結果  

Table4に示すごとく No．7，No．19とも乳  

酸，酢酸、プロビオン穀．フマール酸，コハク酸  

およぴピログルタミン酸を生成し，特に乳敢の  

生成が主として行なわれていることを認めた．  

またNo．19 の方がNo．7より有隆酸の生成  

量が多く，Table3のpHの低下が早いことと  

一致した．   

3・4 発育と温度の関係  

・′‾●＼  

／＜   
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50  

Fig．1Effect oftemperatローe on gTOWth of  

⊥α／．肌びβJJJビrOJ♂e∫and∫rr．k∫Jふ   

分解菌（No．7．No、19）の発育と温度の関  

係はFig．1に示すごとくであり∴両菌竃とも15ロCぐらいより発育が盛んになり450Cぐらいまで  

発育する．また発育室適温度はNo．7が30～330c，No．19が350cであった．更にこれらの細  

菌はたけのこの永さらしの一般的温度である200C付近でかなり発育することが認められた．  

4．要  約  

水さらし中のたけのこには胞子を形成せず耐熱性が弱く，有線醸（特に乳酸）の生成能力が高く  

200C付近の温度でもよく繁殖するエgば抑∂肋＝I～e∫β刀g打0∫dg∫と5∠rゆJoビOrC〝∫由∫めの2在の乳  

酸餞が主として繁殖していることを認めた．これらの細菌はきわめて一般的なものであり，たけの  

こにもかなり付着しており，水さらし初期に繁殖してpHを低下させ胞子を形成して耐熱性の強い  

細菌の発育を抑制していると考える．  
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